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1型糖尿病研究基金
第4回研究費助成課題募集のお知らせ
「治らない」から「治る」へ
１型糖尿病の治療につながるあらゆる先進的な研究を応援します
　　　 
趣　　 旨 

1型糖尿病は生活習慣とは無縁で、突然膵臓内の膵β細胞が破壊され、インスリンを作る能力が失われる病気です。現在の治療法は絶対的に不足しているインスリンの「補充」を一生継続することです。患者は毎回の食事に応じたインスリンを、注射（1日4回程度）や小さな機械（インスリンポンプ）によって補充を行います。食事療法や運動療法が中心の2型糖尿病とは治療の考え方が全く異なります。日本における1型糖尿病患者数の正確な数値はつかめていませんが、糖尿病全体の数％以下で年間の発症率は人口10万人当たり1～2人と希少性の高い疾患です。このような希少性により1型糖尿病の社会的認知度は低く、また患者はつらい「低血糖」と合併症につながる「高血糖」との狭間で一生過ごしていかなくてはなりません。治療の継続は患者本人の苦痛はもとより、家族にとっての精神的、経済的負担も多大なものとなっています。
このような状況において、私たち特定非営利活動法人日本IDDMネットワークは1型糖尿病の根治を願い、2005年に「１型糖尿病研究基金」を設立いたしました。１型糖尿病根治に向けた研究開発の促進を目的として、この基金により１型糖尿病に関連するあらゆる先進的な研究に取り組んでいる研究者の方々や団体に対し研究費の助成を行います。一日でも早く治療法が確立されることを期待しています。
基金設立後、2008年度に初めて２件の研究費助成を実施することができ、2010年度には３件の助成を行い、これまで合計５件(５００万円)の研究費助成を行っております。
今回、あらたに概ね２件の研究費助成を行うこととし、研究テーマを公募いたします。本研究助成の趣旨をご理解いただき、多くの研究者、研究グループからの応募をいただけますことを期待しています。
2012年2月
特定非営利活動法人日本ＩＤＤＭネットワーク
１型糖尿病研究基金　第4回研究費助成課題募集要項

１. 助成対象研究課題 

１型糖尿病についてその根治療法につながる先進的な研究です。
２. 助成対象者 

助成対象者は、以下の要件を満たす方とします。 

①　１型糖尿病の研究に取り組んでいる研究者又は団体であること。 
②　日本国内に研究拠点があること。
③　原則として、3年以上の研究実績があること。
３. 助成金額とその使途 
・　1件あたり上限１００万円。助成総額２００万円で２件程度を予定しています。 
・　助成金の使途は特に限定しません。
・　研究者又は団体の自己負担率は定めません。
4． 応募について
（１）応募期間
　　　　２０１２年２月１7日（金）～２０１２年４月２７日（金）　当日消印有効
（２）応募用紙の入手方法 

日本ＩＤＤＭネットワークのウェブサイトからダウンロードしてください。 

http://japan-iddm.net/
（３）応募用紙の送付 

所定の申請書に必要事項を記入のうえ、２０１２年４月２７日（金）（当日消印有効）までに、下記の
日本ＩＤＤＭネットワーク事務局宛に、郵便または宅配便にて、お送りください。 

※ 事務局へのご持参、ファックス、Ｅメール、メール便（投函記録のないもの）でのご応募は
受け付けませんのでご了承ください。 

５. 助成事業期間 
原則として、2012年7月1日～2013年6月30日に実施される研究を対象とします。 
６．助成事業の研究成果の公開等
助成期間の終了後、研究成果を当法人のウェブサイトや会報等で公表いたします。
サイエンスカフェ等、研究内容を患者・家族に直接伝えてもらう場を設定する際にはご出席をお願いします。また、当法人の理事等（患者・家族）による研究室訪問への対応もお願いいたします。研究室訪問のイメージは当法人のウェブサイト（http://japan-iddm.net/fund/）をご覧ください。
７．選考について 
（１）選考方法 
提出された書類にもとづき、有識者や学識経験者の助言を得て、当法人の理事で選考します。
必要に応じて当法人からのヒアリングなども行います。 
（２）選考基準 
以下の基準にもとづいて選考を行います。 
· 研究の将来ビジョンや目標が明確かどうか。
· 研究内容やその手法が、研究の目標達成にむけて相応しいかどうか。
· 実施体制や実施スケジュールが十分に計画され、研究の実現性が期待できるかどうか。
· 関係機関の協力や当事者、専門家の参加により、高い成果が期待できるかどうか。
· 現在、抱えている研究課題が明確かどうか。
· これまでの研究内容が優れているかどうか。
· 患者やその家族の期待にそった持続的な研究が今後も期待できるかどうか。
（３）選考結果の通知

2012年６月末日までに文書で通知します。
（４）選考スケジュール 
	2012年2月
～2010年４月 

応募期間 
	⇒ 
	2012年
５月～６月 

選考 
	⇒ 
	2012年６月 

選考結果通知 

選考結果公表 
	⇒ 
	2012年7月～ 

助成事業開始 

助成金振り込み 


8.　助成課題への採択後のお取扱い
　　研究成果の発表は積極的に行い、その際は当研究基金による支援の旨を表示していただきます。
9．応募書類の送付先・問い合わせ先 
特定非営利活動法人日本ＩＤＤＭネットワーク 

〒840-0801　佐賀県佐賀市駅前中央１丁目８－３２ ｉスクエアビル3Ｆ
　市民活動プラザ　レターケースNo.42

TEL&FAX　0952-20-2062

E-mail  　　info＠japan-iddm.net　
※ 個人情報の取り扱いについて 

ご提出いただいた書類およびご記入いただいた個人情報は、本基金の選考、運営ならびに情報提供
の目的で当法人および選考に携わる有識者や学識経験者が利用し、適切に管理いたします。
＊＊＊＊　日本ＩＤＤＭネットワークとは　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
日本IDDMネットワークは1型糖尿病の患者・家族の支援団体です。1995年の阪神・淡路大震災での患者・家族の連携・協力の経験などが契機となり、全国の地域患者・家族会の連携とこの疾患を取り巻く社会的課題の解決のために設立されました。会員として地域患者・家族会および個人を含めて、約２５００人が所属しています。
主な活動として、患者・家族への正しい情報提供（1型糖尿病［IDDM］お役立ちマニュアルの作成、シンポジウムやセミナーの開催など）、患者・家族の療養環境や医療・福祉的な支援制度の改善のための政策提言、大規模災害時の患者・家族の救援対応、療養相談などに取り組んでいます。
そして最終ゴールである1型糖尿病の根治を目指し、その研究支援にも取組んでいます。　
